
学校統廃合に伴う課題等に伴う公民館関係役職員との意見交換会における意見ポイント 

 

意見交換した事項 

（２）「廃校後の施設に、公民館機能を移すことについて」 

 

～出てきた意見のポイント～ 

【① 公民館機能を移すこと】 

・ 公民館の老朽化、耐震性能を考慮した場合、耐震性能には問題がない学校施設に、

公民館機能を移すのは良い考えだ。 

・ 地域コミュニティ振興の観点からすれば、広い学校施設に公民館機能を移すのは

良い考えだ。 

 

【② 施設の有効活用】 

・ 施設の利活用の促進を図るには、常時開放されている必要がある。 

・ 当該地区（出丸地区、小見野地区）の住民だけでなく、町民全体が利用できると良

い。 

・ 区長会やスポーツ団体など各種団体が施設に入ると、複合的な利活用が図れると

思う。 

・ 現在、学校を利用している団体は、廃校後も引き続き利用させてもらいたい。 

 

【③ 地域活性化】 

・ 施設の利活用に当たっては、民間との連携を視野に入れるべきでは。 

 

【④ 適切な施設の維持管理】 

・ 施設の維持管理を考慮すると、人が常駐していることが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

これらの意見を踏まえると、つぎのように、公民館機能の学校施設への移転について、

検討を進めることが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《廃校跡地・施設》 
 

 

 

 

 

 

 

公民館機能 

※ 常時開放 

※ 人的配備（常駐） 

 

公民館機能以外の空きスペース 

※ 公民館以外にも、様々な用途の利活用が考え

られる。 

 

《公民館》 

※ 耐震性能に問題あり 

※ 老朽化している 

学校が廃校になった後、速やかに公民館活動を、廃校後の跡

地・施設で実施できないか 平成３０年４月～(目途) 

跡地・施設全体の利活用の検討と

調整を図りながら、公民館として

の利用スペース等を決めていく。 

町の活性化などの観点から、跡地・施設

全体の利活用について検討していく。 
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